
主な花材

ヤマゴボウ （兵庫県産）

クルクマ(ミルクピンク) （福岡県産）

けいとう （愛知県産）

ドラセナ （マレーシア産）

名前の由来は、鶏のとさかのような形をした真っ赤な花を咲かせるところからといわれています。

花言葉：おしゃれ、気取り、風変わり

ヤマゴボウは夏～秋にかけて白い花を咲かせ、花びらが落ちると中心の実が緑色になったあと、紫色
に変化。全草に毒性があるため、誤食しないよう注意が必要です。

名前の由来は、ギリシャ語のドラカイナ（雌の竜）の意味から付けられたといわれています。別名と
して「幸福の木」と呼ばれ、観葉植物として人気があります。

花言葉：幸福、隠しきれない幸せ、永遠の愛

花言葉：野生、元気

名前の由来は、黄色を意味するアラビア語のkurkum（クルクン）からきているといわれています。そ
れは、根茎が黄色い染料の原料として使われたことに由来するそうです。

花言葉：忍耐、乙女の香り、酔いしれる

テーマ 大暑


